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脊椎動物の視物質は少なくとも5系統に分類さ
れるが､ほ乳頬はそのうち3系統 (ロドプシン､
青､赤及び緑)の視物質しか持たず､残りの2系
統は夜行性のほ乳頬の進化の過程で欠失したもの
と考えられる｡そのは乳類の中で霊長類だけが三
色性の色覚を獲得している｡本研究では色覚の多
様性について遺伝子レベルで調べた｡
ヒトを含む狭鼻猿類は雄も雌も三色性の色覚を
示す｡一方､広鼻猿類の色覚には多様性がある｡
また､原猿類のガラゴと霊長類と近縁であるツバ
イは進化的に見て重要である｡以上によりニホン
ザル､クモザル､ヨザル､ガラゴ､ツパイ視物質
退伝子のエクソン5の領域の塩基配列を決定した.
視物質の吸収極大波長は､ある特定のアミノ酸
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